
第２章 白川の現 状
げんじょう

と課題
か だ い

 

２．１ 治水
ち す い

の現状と課題 

2.1.1 洪水対策
こうずいたいさく

 

白川流域は、流域の約 80%を豪雨地帯である阿蘇
あ そ

地方が占めており、しかも梅雨期
ば い う き

に集

中して降雨量
こううりょう

が多いうえに、中流部の河床勾配
かしょうこうばい

が急であることから、阿蘇地方に降った

大雨が熊本市街部
し が い ぶ

・下流部
か り ゅ う ぶ

に向かって一気
い っ き

に流れていく特性をもっています。 

このような全体的な特性の中で阿蘇・

中流部
ちゅうりゅうぶ

・熊本市街部・下流部毎に次のよう

なことが課題として挙げられます。 

まず、黒川は山に囲まれた平地を流れ、

比較的緩
ゆる

やかな勾配であり山地部の降雨
こ う う

を一気に集めながらも流れが遅いため、

氾濫
はんらん

しやすい特性をもっています。近年
きんねん

で

は平成 2 年 7 月 2 日（1990.7.2）に流 木
りゅうぼく

を

含んだ洪水・土石流により死者 12 名を出

す大水害が発生しており、洪水対策が必要

となっています。 

立野で黒川と合流して熊本平野に至るま

での白川中流部は、山間を流れて河岸段丘
かがんだんきゅう

を形成し河床勾配
かしょうこうばい

は急であり、阿蘇地方の降雨を一気に熊本平野へ流すような特性をも

っています。中流部の内、熊本市
くまもとし

近郊 
きんこう

は白川沿いに市街化
し が い か

が進んでおり、平成 2 年 7 月

2 日（1990.7.2）の洪水でも氾濫被害
は ん ら ん ひ が い

が発生していることから洪水対策が望まれますが、

中流部
ちゅうりゅうぶ

の氾濫
はんらん

を防止することは下流側

へ更に大きな洪水を流下させることに

なるため、熊本市街部や下流部の安全性

を考慮した対策を進める必要がありま

す。 

平成 2 年 7 月 2 日（1990.7.2）の阿蘇地方に

おける浸水被害によりゴムボートで救助さ

れる住民（内牧地区）。（国土交通省熊本工事

事務所資料） 

白川が中流部の山間を抜けて熊本平野

へ 入 る と 河床勾配
かしょうこうばい

が 緩 や か に な り

扇状地
せんじょうち

を形成しており、ここには熊本

市街部が位置しています。白川はこの

熊本市街部で天井川
てんじょうがわ

になっており、

洪水時
こ う ず い じ

の水位は周辺の地盤
じ ば ん

より高い位

置を流れ、十分な川幅も確保されてい

ません。そのため、洪水氾濫
こうずいはんらん

の可能性

が高く一旦氾濫すると広範囲に氾濫水

が流れ込み、都市部に壊滅的
かいめつてき

な被害を

もたらすこととなります。 
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九州第３の都市熊本市街部

←平成 2 年 7月 2
日洪水のようす 
（大甲橋から上

流 側 を 望 む

国土交通省熊

本工事事務所）



熊本市街部および下流部ではこれまでも河道拡幅
か ど う か く ふ く

や築堤
ちくてい

、小島捷水路
しょうすいろ

等の洪水対策を

実施してきていますが、従前
じゅうぜん

から都市化が著しいため、河道内
かどうない

の不法占用
ふほうせんよう

の是正
ぜ せ い

をはじ

め、河道改修
かどうかいしゅう

のための用地取得や河川沿いの樹木保全に関する住民との合意形成
ご う い け い せ い

に時間

を要しており、都市河川でありながら、洪水対策が著しく遅れているのが現状です。一

方、人口資産が集中し、中枢機能
ちゅうすうきのう

が集積
しゅうせき

する熊本市街部の壊滅的
かいめつてき

な被害を未然
み ぜ ん

に防止す

るためにも、一日も早く地域の同意を得てハード、ソフト併
あわ

せた対策を早急に推進する

必要があります。 

また、熊本市街部の洪水対策
こうずいたいさく

は、より遅れている中流部や阿蘇地方の洪水対策
こうずいたいさく

を進め

る上でも必要な条件となっています。 

このように白川は、上下流のバランスある治水対策
ち す い た い さ く

が望まれています。 

 

2.1.2 流出土砂対策
りゅうしゅつどしゃたいさく

 

阿蘇地方は急 峻
きゅうしゅん

な地形が多く、地質は火山灰
か ざ ん ば い

で覆
おお

われているために脆弱
ぜいじゃく

で、降雨
こ う う

に

よる土砂災害
どしゃさいがい

が発生しやすい状態にあります。平成 2 年 7 月 2 日（1990.7.2）の出水で

は黒川において、洪水とともに大きな土砂
ど し ゃ

・流木
りゅうぼく

による被害が発生しました。流木に対

しては貯木地
ち ょ ぼ く ち

や鋼製透過型ダムを建設して対応が講
こう

じられています。土砂に対しても砂

防えん堤による対応が採
と

られて来ていますが、今後の継続的
けいぞくてき

な対応が求められています。 

また、洪水時には同時に多量のヨナや土砂を含む濁流
だくりゅう

となります。白川水系は他の河

川の洪水流に比べて土砂の含有量が多いため、氾濫
はんらん

が生じた場合、浸水した地域では水

が引いた後にもヨナが残されて堆積
たいせき

します。昭和 28 年 6 月 26 日（1953.6.26）の洪水で

は、豪雨により山崩れ
や ま く ず れ

が起き、カルデラを覆う「ヨナ」が流れ出てきて氾濫し、堆積し

たため、熊本市は泥土
で い ど

に埋もれ、市民生活に大きな影響をもたらしました。最近でも平

成 2 年 7 月 2 日（1990.7.2）の洪水において浸水区域には洪水後にヨナが堆積
たいせき

しました。 
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平成 2年 7月 2 日洪水後 

      水道町

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヨナによる被災の状況（国土交通省熊本工事事務所資料） 

熊本市下通町          熊本市上通り 

昭和 28 年 6 月 26 日洪水後 

2.1.3 高潮対策
たかしおたいさく

 

潮
しお

の干満
かんまん

の差が大きい有

明海に流入する白川は、台

風時の高潮被害
た か し お ひ が い

が懸念
け ね ん

され

ます。近年では平成 11 年 9

月 24 日（1999.9.24）未明

に天草地方を通過した台風

18 号が熊本県北部に上陸し、

各地で停電や断水
だんすい

、電話の

不通が続き熊本県民の生活

に大きな影響を及ぼしまし

た。特に白川河口では大潮
おおしお

の満潮
まんちょう

と重なったため、台風の気圧の低下や風の吹き寄せに

よって河川の水位が高くなり堤内地
て い な い ち

（堤防より陸側）へと溢水
いっすい

し、床上浸水
ゆかうえしんすい

８戸・床下浸水
ゆかしたしんすい

３７戸の被害が発生しました。このようなことから白川では、高潮
たかしお

に対する対策を進め

る必要があります。 

平成 11 年の台風 18 号による堤防の越水状況 

（熊本市沖新町：国土交通省熊本工事事務所資料）

 

2.1.4 危機管理
き き か ん り

 

治水事業
ち す い じ ぎ ょ う

が大きく遅れている現状と近年の異常な集中豪雨
しゅうちゅうごうう

が頻発
ひんぱつ

する気象
きしょう

の状況では、

想定を上回
うわまわ

る洪水（超過洪水
ちょうかこうずい

）が発生する可能性も高く、市街部
し が い ぶ

への氾濫
はんらん

が十分予想さ

れます。また、十分な安全性を確保するにはかなりの時間を要することが予想されます。

このため、いったん、市街部への洪水氾濫
こうずいはんらん

が発生した場合でも、地域住民が安全かつ迅速
じんそく

に避難
ひ な ん

できるような的確な情報網
じょうほうもう

の整備と避難誘導体制
ひなんゆうどうたいせい

の確立や電気、ガス、水道、電

話等のライフライン対策、鉄道や道路等も併
あわ

せての危機管理体制
き き か ん り た い せ い

の整備（ソフト面の対

策）が急務
きゅうむ

な状況です。特に熊本市街部は、地下空間を有しているビルも多く、国、県、

市の連携
れんけい

による防災対策と地域住民の危機管理意識
き き か ん り い し き

の向上も図
はか

りながら、総合的な対策

が求められています。 
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